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 地球上には様々な共生関係がある。共生によって、いかにして異なる生物の

ゲノムや機能が融合し、統合されたひとつの生命システムに進化するのだろう

か？これは現代生物学の中でも重要な問いの一つであるが、共生研究はその

相互依存の高さゆえ利用可能な解析手法が限定されていた。このような状況に

ブレークスルーをもたらしたのがゲノム科学である。私は、昆虫アブラムシと共生

細菌ブフネラの細胞内共生系をモデルに研究している。宿主昆虫と共生細菌

両方の全ゲノム塩基配列を決定し、相手なしでは生存不可能なほど緊密な相

互依存性がどのように双方のゲノムに描かれているかを明らかにした。さらに、

次世代シークエンサーを利用したトランスクリプトーム解析からは、代謝・発生プ

ログラム、感染過程・細胞構造など様々なレベルで両者が見事に融合している

ことを示唆する遺伝子発現データが得られている。 

 
 本講演では、近年特に注目を浴びている次世代シークエンシング技術の現

状と展望についても触れる予定である。また、基礎生物学研究所が実施してい

る次世代シークエンサー等共通機器を利用した共同利用研究制度についても

紹介したい。  
 


